
 

                 

       
             

   



 

 

自治会活動事例集 -みんなでつながるまちづくり- 

 

 

【はじめに】 

 大津市では少子高齢化、人口減少、ライフスタイルや価値観の多様化等の多様化など社会

環境の変化に対応し、地域の特色を生かした住民主体のまちづくりを推進するため、地域住

民の最も身近な組織である自治会の活動を支援しています。 

 

 本事例集はこうした地域活動の活性化を目的として、自治会や学区自治連合会が工夫を凝

らし取り組まれる活動について、令和５年度に実施した自治会活動基礎調査や、自治会や学

区自治連合会の皆様から提供された情報をもとに、事例集としてまとめたものです。 

 

 活動事例集の作成にあたりご協力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

               

                

               

               

               

  

      

          

            

            

                               



  

   
   



 

 キーワード：親睦交流 活動の見直し 負担の軽減 

「夏祭り」のカタチを変えてみんなが楽しめるイベントに 

概
要 

新型コロナウイルスの５類以降に伴い、数年ぶりに夏の親睦行事を計画。 

以前の「夏祭り」から「花火大会」に内容を変更し、みんなで集い楽しむ機会

を持つことができた。 

背
景
・
経
過 

・新型コロナウイルスの位置付けが５類に移行し、住民が親睦を深める機会を作

りたい。 

・当初は今まで開催していた「夏祭り」の開催を役員会で企画検討したが、数年

ぶりの開催ということもあり、準備の大変さ等から実現に至らなかった。 

・それでも「地域内が交流できる機会を作れないか」との思いから、内容を再検

討し、みんなで花火を楽しむ「花火大会」を計画。 

・関係機関と調整し、実現に至った。 

効
果 

・当日は４４世帯１００名の方が参加さ

れ、想定以上の盛り上がりとなった。 

・子どもからご高齢の方まで幅広い世代

が集まった。 

・区域内の旧来の住宅地と新興の住宅地

の住民が一緒に楽しめる内容として開

催することができた。 

・夏祭りと比べ準備にかかる負担が軽減

され、携わった役員からも好評であっ

た。 

 

 

 

 

団
体
名 

唐崎町自治会（唐崎学区） 

開催案内 

当日の様子 



キーワード：事業者との連携 防災力の向上  

賛助会員である事業者と連携し、災害時の一時避難所を確保！ 

概
要 

自治会の賛助会員である企業と連携し、企業が持つ施設の一部を自治会の打ち

合わせ場所や火災等発生時の一時避難場所として活用できるよう、協定を締結し

た。 

背
景
・
経
過 

・高齢化に伴い、身近な避難場所を確保する必要があった。 

・賛助会員である事業者から施設の一部の活用について打診があったことをきっ

かけに、自治会と事業者の間でどのような連携が可能か協議した。 

・協議の結果、施設の一部の利用に関する協力を得ることができ、自治会として

電源や非常時に一時避難所として利用できる場所を確保することができた。 

効
果 

・賛助会員である事業者の力を活かし、

より身近なところで有効な施設を確保

することができ、防災力の向上につな

がった。今後は地震を除く災害発生時

に活用する予定であり、防災訓練も実

施している。 

・事業者は自治会と連携することで地

域の情報を得ることができ、自治会と

事業者の双方にとってメリットのある

取組となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団
体
名 

池の内北自治会（膳所学区） 

自
治
会 

事
業
者 

地域の情報を共有 

施設の一部を利用

可能に 

協定 



 

キーワード：負担の軽減 担い手の確保 親睦交流  

 

自治会全体でサポーターを募集して夏祭りを実施！ 

概
要 

夏祭りの開催にあたり、準備を担う役員の負担軽減を図るため、自治会全体に

お手伝いいただける方（サポーター）を募集したところ、１３名の方に立候補い

ただき、数年ぶりに夏祭りを開催することができた。 

背
景
・
経
過 

・役員をはじめ自治会全体で高齢化が進み、これまでのように活動できないなか、

新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことに伴い、数年ぶりに夏祭りを計

画。しかし役員だけで準備等を行うには負担が大きく、一度は実施を断念しかけ

た。 

・そのような中、昨年度の役員から役員業務の負担軽減策としてサポート要員を

公募する構想を引き継いでいたことから、その制度を活用し、自治会全体にお手

伝いいただける方（サポーター）を募集した。 

・結果として年齢問わず１３名の方に立候補いただき、それぞれの能力を活かし

て開催に向け協力いただくことができた。 

効
果 

・「募集しても協力者は少ないのでは」と危惧し

ていたが、年齢関係なく多数の方にサポーター

として立候補いただけた。 

・過去の経験やスキルを活かし、それぞれの持

ち場で主体的に準備、運営をいただくことがで

きた。 

・結果として役員の負担も軽減することがで

き、サポーター、来場者がそれぞれ楽しめる夏

祭りを開催することができた。  

・集まったサポーターにはその後の行事の支

援にも携わってもらえた。 

 

 

 

 

 

 

 

団
体
名 

青松台自治会（田上学区） 

サポーター制度 

自治会全体に協力を呼びかけし、

担い手（サポーター）を募集。 

それぞれが「できることをできる

範囲で」協力し、活動する。 

従前 

役員が中心となり準備、 

運営等を行う。 

 



キーワード：ふれあいサロン 親睦交流 自治会館を活かした自治会活動   

自治会館をみんなが集まるカフェに！拠点を活かした自治会活動の実践 

概
要 

 自治会員が気軽に立ち寄り会話を楽しむ場所として、自治会館で毎週金曜日に

来館者にコーヒーを振る舞う「ふれあいサロン」を開催。 

健康教室、脳トレ、歌など自治会館を活かした活動を実施。 

背
景 

・地域内の高齢化が進む中、気軽に立ち寄り会話を楽しむ場を作ろうという声が

あり、平成２７年１０月に有志の方々によって自治会館を活用したカフェサロン

が立ち上がった。 

効
果 

・自治会内の課題や取組について気軽に集い語らう場として、様々な議論がな

される場となった。 

・議論の中から最近では「ふれあいバンド」が結成され演奏の機会が設けられ

るようになるなど、サロンを通じた意見交換により新たな取組が生まれている。 

・各種教室を含め年間約５，０００人（延べ人数）が利用する「人がどんどん集

まる自治会館」となり、こうした世代間を超えた交流が次の世代への育成にも繋

がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団
体
名 

晴嵐台自治会（南郷学区） 

【特徴】 

・サロンは有志のメンバーが主体となっ

て運営。 

・誰でも自治会館の一室でわいわいと 

会話を楽しむことができる。 

・健康教室や脳トレなど、各種教室が開

催されている。 

自治会館 

←「Ｃａｆｅ」の登り旗や暖簾が目印 



 

キーワード：防災 子ども会との連携 行事の統合

「防災訓練」×「スタンプラリー」子ども会と連携した防災訓練の実施  

概
要 

消防署による消火訓練のほか、自治会と子ども会が連携し、住民の交流や防災

の啓発等を目的として、子供たちが訓練の一環で地域内に設置された消防ホース

格納箱をスタンプラリー形式で探す『中筋探検隊』を開催した。 

背
景 

・新型コロナウイルス感染症の影響もあり、子供会の行事が減ったことで、子ど

も同士、親同士のコミュニケーションが減った。 

・自治会区域内に設置された消防ホース格納箱や消火器の場所を知らない自治会

員が多く、設備自体の点検確認もできていなかった。 

・子供たちの夏休みの自由研究のテーマが見つからなかった。 

効
果 

・夏休み期間中に開催し、子どもたちの参加だけでなく保護者の参加も促すこと

ができ、保護者同士も交流する機会が作れた。また、防災意識を高めるきっかけ

づくりになった。 

・自治会の区域を知らない子供たちに知ってもらうことができた。 

・スタンプラリーのゴールの条件のひとつに自治会が定例で行っている「夜回り

活動への参加」を加えたことで、夜回り活動への参加も促すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備
考 

次年度は自治会内の掲示板と防災倉庫を探すスタンプラリーを開催された。 

団
体
名 

中筋自治会（瀬田北学区） 



  



キーワード：デジタル活用 情報発信 負担軽減 

 

 

 

ＬＩＮＥ公式アカウントを使って学区から情報を一斉に発信！ 

概
要 

学区自治連合会としてＬＩＮＥ公式アカウントを開設。各種イベントの案内や

災害時の緊急情報など、登録した自治会員に学区の情報をタイムリーに届けるこ

とができるようになった。 

背
景
・
経
過 

・紙での回覧板は情報が行き届くまでに一定の時間がかかる。また、回覧を終え

た書類は手元に残らない。 

・回覧自体が役員の負担となっており、負担軽減が必要である。 

・高齢者のスマートフォン普及率も高まってきたと考え、ＬＩＮＥによる情報発

信を検討した。 

効
果 

・行政からの情報だけでなく、役員等が見聞きした情報も細やかに発信すること

ができる。 

・時間や場所を問わずタイムリーに情報を受信することができる。 

 

 

備
考 

※市の補助金（ふれあいネット導入事業費補助金）を活用して導入。 

団
体
名 

和邇学区自治連合会 

・ＬＩＮＥ公式アカウントのＱＲコードを記載

したチラシを全世帯に配布し、登録を案内。 

・登録者は時間や場所を問わず、タイムリーに

学区から情報を得ることができる。 

・今後は全世帯の加入を目指し、活用に取り組

んでいく。 



 キーワード：事業の効率化 負担軽減 

 

学区の会議を減らそう・まとめよう！各種団体の総会を集中開催 

概
要 

毎年度開催する各種団体の総会について、出席者の負担を軽減するため、学区

自治連合会が中心となり、各団体と協議のうえ日程調整し、１日にまとめて開催

することとした。 

背
景 

・毎年度に学区内の各種団体が決算報告や新年度の事業計画、予算の承認を図る

ため「総会」を開催するが、それぞれの団体が別々の日程で開催していたため、

自治会長をはじめとする出席者は予定を確保するのが大変だった。 

効
果 

・出席者の予定が立てやすくなり、同日に開催することで負担が軽減された。 

・準備をする側も日程調整が必要であるものの、まとめて開催することで会場の

確保や準備が容易になった。 

・各総会がスムーズに進行できるよう、審議内容を簡略化することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団
体
名 

堅田学区自治連合会 

○○団体 

●●団体 

☆☆団体 

★★団体 

３月■日開催 

３月□日開催 

３月△日開催 

３月▲日開催 

…
 

14：00～ 

○○団体 

15：00～ 

●●団体 

15：30～ 

☆☆団体 

16：00～ 

★★団体 

 

学
区
自
治
連
合
会
が
日
程
調
整 

各団体が総会を開催      同日に集中開催 

 

曜日や時間がバラバラに 



キーワード：学校との連携 担い手育成   

学区自治連合会と中学校が連携した地域活動の展開 

「地域Ｒａｎｇｅｒ活動」 

概
要 

学区自治連合会と中学校が連携し、一斉清掃や夏祭りなど地域活動の担い手と

して中学生が参加する仕組みを構築。積極的に活動に参加した中学生には地域か

ら表彰等を行うなど、地域活動の活性化を目的として取組が実施されている。 

背
景 

・地域活動の担い手が不足している。 

・中学生が地域活動に参加するきっかけがない。 

効
果 

・地域の活動に中学生の参加が増えるきっかけとなった。 

・子ども達が参加することで、保護者の関心を高めることができた。 

・興味を持った中学生が継続して参加してくれるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備
考 

他学区でも生徒を中心に保護者、地域が一体となった清掃活動「ポイ捨てクリーンウォー

ク」（田上中学校）や、小学生が地域のボランティアに参加する「スマイルレンジャー」（南

郷小学校）など、地域と学校が連携した取組が実施されています。 

団
体
名 

瀬田東学区自治連合会、瀬田北学区自治連合会、瀬田北中学校 

中学生向け説明資料 レンジャー募集の掲示物（例） 

地域Ｒａｎｇｅｒ活動により… 

 ・身近な地域活動を知り、参加するきっかけとなった。 

 ・参加した活動をきっかけに、さらに他の活動へ興味を持つようになった。   

 ・継続して地域活動に参加するようになった。 

↓ 

地域活動の担い手育成や活性化にもつながる 



 

【自治会活動事例集の募集】
大津市では引き続き自治会活動の事例を募集しています。ご提供いただける
事例や   ードがありましたら、お気軽に 記までお問い合わせください。

大津市市民部自治協 課 電話 ：０７７ ５２  ２７３０
メール：                        

発行 大津市


